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第 3 章では，まずYIG薄膜を伝搬する SH(Shear-Horizontal) タイプの磁気弾性波・磁気弾性表
面波について論じ YIG薄膜の片面及び両面にわかれた金属薄膜が磁気弾性波に及ぼす影響等を明ら
かにしている。次に飽和磁化の異なる 2 層の磁性媒質を伝搬するラブタイプの磁気弾性表面波を解析
し，その伝搬特性を解明している。さらに，半無限の磁性媒質を伝搬するレーレータイプの磁気弾性
表面波を解析して，その伝搬特性を明らかにしている。
第 4 章では，半無限の圧電性媒質を伝搬する圧電性弾性表面波と圧電性層をもっ磁性基板を伝搬す
る磁気弾性表面波とが空げきを介して周期的に結合している系について論じ，磁性媒質中の直流磁界
が均ーな場合と不均ーな場合のそれぞれについて，空げきの大きさ及び結合長と結合されるエネルギ
ーとの関係を明らかにし，結合の周波数特性等についても解明している。また，このような結合系を
用いて磁気弾性表面波の励振や非可逆性回路素子の実現が可能で、あることを示している。
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第 5 章では，まず磁性媒質を伝搬する表面静磁波を等価伝送線路方程式で表示することを試み，こ
れを用いて多層YIGスラプによって構成される表面波導波路の等価回路表示を導いている。さらに，
新しく定義した等価透磁率を用いて磁性媒質で構成されるリッジガイドを伝搬する表面静磁波を回路
論的に解析し，その伝搬特性を明らかにしている。
第 6 章は結論であって，本研究の成果を総括して述べたものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は， YIG における磁気弾性波，磁気弾性表面波及び表面静磁波に関する理論的研究の成果を
まとめたもので，その主要な成果を要約すると次のとおりである。
すなわち，磁性媒質からなる種々の構成の導波系における磁気弾性波および磁気弾性表面波を解析
してその伝搬特性を解明し 多くの興味ある結果を得ている。また圧電性弾性表面波と磁気弾性表面
波との周期的な結合系について詳細な解析を行い，その諸特性を明らかにするとともに，このような
結合系によって磁気弾性表面波の励振や非可逆性回路素子の実現等が可能で、あることを見出している。
さらに，多層YIGスラプからなる表面静磁波導波路の等価回路表示を導き，新しく定義した等価透磁
率を用いて，磁性媒質からなるリッジガイドを伝搬する表面静磁波を回路論的に解析し，その伝搬特
性を明らかにしている。
以上のように，本論文は磁性媒質からなる導波路における磁気弾性波，磁気弾性表面波および表面
静磁波に関する基本的な諸問題について詳細な理論解析を行い，学術上興味ある多くの知見を得る
とともに，最近の集積回路技術の発達に伴って重要な工学的研究課題となってきたマイクロ波回路素
子の小型化・集積化に磁性媒質を応用するための基礎資料を与えたものであって，通信工学の発展に
寄与するところが多い。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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